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『まつまえ』の題字は金子�亭先生の揮毫
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�広報まつまえ 平成１９年１２月号
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少
子
・
高
齢
化
と
過
疎
化
の
進
行
と
い
う
厳
し
い
現

状
を
踏
ま
え
、
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
情

勢
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
時
代
の 
趨
勢 
に

す
う
せ
い

あ
っ
た
事
業
展
開
を
推
進
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
行
財
政
改
革

を
進
め
る
と
と
も
に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

な
お
、
各
事
業
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
内
容

を
具
体
的
に
か
つ
、
わ
か
り
や
す
く
町
民
周
知
に
努
め

ら
れ
た
い
。
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漁
業
後
継
者
の
育
成
並
び
に
水
産
加
工
従
事
者

等
の
確
保
に
は
、
各
種
制
度
の
活
用
も
含
め
て
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　
�
　

漁
家
所
得
の
向
上
を
図
る
う
え
か
ら
生
産
物
の

付
加
価
値
を
高
め
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

　
�
　

地
産
地
消
を
進
め
な
が
ら
、
遊
休
農
地
の
活
用

促
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
�
　

観
光
は
総
合
産
業
と
し
て
、
産
業
間
の
連
携
と

広
域
観
光
の
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
�
　

産
業
振
興
に
あ
た
っ
て
は
、
各
産
業
団
体
と
行

政
が
一
体
と
な
り
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ

た
い
。

��
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
�
　

海
を
守
る
た
め
自
然
環
境
意
識
の
高
揚
と
魚
付

き
林
の
植
樹
な
ど
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
�
　

さ
く
ら
の
愛
護
意
識
の
高
揚
に
努
め
ら
れ
た
い
。
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少
子
化 
に
鑑
み 
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
に
意

か
ん
が

を
用
い
ら
れ
た
い
。

　
�
　

教
職
員
が
、
松
前
の
歴
史
文
化
を
児
童
生
徒
に

教
え
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
た

い
。
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書
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
�
　

郷
土
芸
能
保
存
伝
承
の
た
め
、
後
継
者
の
育
成

に
努
め
ら
れ
た
い
。

��
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　
�
　

高
齢
社
会
に
あ
っ
て
、
地
域
住
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
た
地
域
ケ
ア
の
推
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
�
　

町
民
の
健
康
と
命
を
守
る
た
め
、
町
立
病
院
の

安
定
経
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
�
　

高
齢
者
住
宅
に
つ
い
て
、
入
居
者
の
利
便
に
配

慮
し
た
整
備
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
�
　

医
療
、
経
済
、
観
光
、
防
災
等
の
う
え
か
ら
地

域
高
規
格
道
路
（
木
古
内
・
松
前
間
）
の
早
期
整

備
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
に
強
く
要
請
さ
れ
た
い
。
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松前町総合計画審議会より
『松前町総合計画』について答申されました。



� 広報まつまえ 平成１９年１２月号
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�広報まつまえ 平成１９年１２月号

　協働とは、・・・　住民と行政が相互に自立した立場で、協力して目標達成のため力
を尽くすことです。
　今、地方自治体を取り巻く環境は、地方の自立、地方分権の中にあってまちづくりに
住民参加が強く求められております。
　自らのまち（地域）は、みんなで協働して知恵や力を出し合いながら、住みよい町に
創り育てていくことが大切です。
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� 広報まつまえ 平成１９年１２月号

　

井
上
研
一
郎
（
宮
城
学
院
女
子

大
学
教
授
）は
、「
美
術
史
的
評
価
」

と
し
て
、
波
響
の
作
風
が
『
夷
酋

列
像
』
以
降
、
画
風
が
穏
や
か
で

上
品
な
円
山
四
条
派
風
に
転
向
し

て
お
り
、
む
し
ろ
波
響
の
画
業
の

中
で
は
「
列
像
」
を
別
格
扱
い
に

す
る
傾
向
が
強
い
と
指
摘
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
列
像
」
に
は
、「
波

響
」
の 
落
款 
が
無
く
、
代
わ
り
に

ら
っ
か
ん

「
臣 
廣
年 
画
之
」
と
名
が
記
さ
れ
、

ひ
ろ
と
し

こ
れ
以
降
、
二
度
と
ア
イ
ヌ
を
描

い
て
い
な
い
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

朝
賀　

浩
（
大
阪
市
立
美
術
館

学
芸
員
）
は
、
ブ
ザ
ン
ソ
ン
市
立

美
術
館
で
『
夷
酋
列
像
』　

図
を

１１

仔
細
に
観
察
す
る
機
会
を
得
た
結

果
、
波
響
の
「
表
現
技
法
」
に
つ

い
て
、
自
然
主
義
的
な
陰
影
法
、

微
細
な
精
密
表
現
、
金
彩
の
堅
実

さ
、
ス
ケ
ー
ル
感
の
錯
覚
な
ど
を

ス
ラ
イ
ド
で
詳
細
に
紹
介
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
絵
画
表
現
技
法
に

よ
る
質
感
表
現
の
達
成
の
成
功
例

と
し
て
こ
れ
を
評
価
し
ま
し
た
。

　

大
塚
和
義
（
大
阪
学
院
大
学
教

授
）
は
、『
夷
酋
列
像
』
に
描
か
れ

た　

人
の
「
人
物
配
列
と
そ
の
意

１２
味
」
に
つ
い
て
、
描
か
れ
て
い
る

衣
装
な
ど
か
ら
、
背
後
に
あ
る
利

害
関
係
（
ラ
ッ
コ
毛
皮
流
通
）
と

し
て
、
樺
太
を
経
由
す
る
サ
ン
タ

ン
・
ア
イ
ヌ
ル
ー
ト
と
、
千
島
列

島
を
経
由
す
る
ロ
シ
ア
ル
ー
ト
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
ま

た
、
当
時
は
、
ラ
ッ
コ
の
捕
獲
地

で
あ
る
ウ
ル
ッ
プ
島
が
ア
イ
ヌ
と

ロ
シ
ア
と
の
接
触
点
で
あ
る
と
説

明
し
ま
し
た
。

　

川
村
則
子
（
布
ア
ー
ト
作
家
）

は
、
自
身
が
ア
イ
ヌ
と
し
て
育
っ

た
環
境
と
と
も
に
、
父
川
村
カ 
子 ね

ト
が
生
ま
れ
る
わ
ず
か　

年
程
前

１００

に
起
こ
っ
た
「
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ

シ
の
戦
い
」
を
知
る
に
至
っ
て
、

そ
こ
に
描
か
れ
た　

人
の
ア
イ
ヌ

１２

の
気
持
ち
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
か
、
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
生

活
体
験
を
重
ね
、
ア
イ
ヌ
民
族
の

立
場
か
ら
、
そ
の
想
い
を
毅
然
と

し
た
口
調
で
語
り
ま
し
た
。

　

藤
田　

覚
（
東
京
大
学
教
授
）

は
、
ク
ナ
シ
リ
・
メ
ナ
シ
事
件
後
、

幕
府
は
蝦
夷
地
政
策
に
つ
い
て
、

ロ
シ
ア
の
存
在
を
認
識
し
、
い
か

に
ア
イ
ヌ
を
「 
帰  
服 
（
領
有
）」
さ

き 
ふ
く

せ
、 
異  
国 
い 
こ
く 
境 
を
防
備
す
る
か
が
課

さ
か
い

題
と
な
り
、
そ
の
意
味
で
『
夷
酋

列
像
』
の
衣
装
に
「 
蝦  
夷 
え 

ぞ 
錦 
（
清

に
し
き

朝
の
官
服
）」や「
ロ
シ
ア
の
外
套
」

が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
松
前
藩

が
ロ
シ
ア
・ 
山
丹 
・
満
州
と
接
す

さ
ん
た
ん

る
地
の
ア
イ
ヌ
を
「
帰
服
」
さ
せ

て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
意

図
が
み
え
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

中
村
和
之
（
函
館
工
業
専
門
学

校
教
授
）
は
、
同
じ
く
衣
装
で
、

朝
貢
の
見
返
り
と
し
て
与
え
ら
れ

た
「
蝦
夷
錦
」
か
ら
は
、
サ
ハ
リ

ン
周
辺
に
お
け
る
清
の「 
辺
民 （
先

へ
ん
み
ん

住
民
）
支
配
」
の
浸
透
が
、
ま
た
、

「
ロ
シ
ア
の
外
套
」
か
ら
は
、
ラ

ッ
コ
毛
皮
の
獲
得
の
た
め
カ
ム
チ

ャ
ツ
カ
半
島
か
ら
千
島
列
島
に
至

っ
た
ロ
シ
ア
の
南
下
が
投
影
さ
れ

て
お
り
、
１
６
８
９
年
に
清
と
ロ

シ
ア
と
の
間
で
領
土
を
確
定
し
た
、

ネ
ル
チ
ン
ス
ク
条
約
以
降
の
両
国

の
動
き
が
判
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

以
上
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
に

つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。
最
後
に
、

私
た
ち
が
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
学

ぶ
べ
き
は
、
歴
史
的
事
実
か
ら
目

を
そ
ら
さ
ず
に
、
よ
り
正
確
な
江

戸
時
代
の
蝦
夷
地
松
前
の
歴
史
を

知
る
こ
と
、
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
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�広報まつまえ 平成１９年１２月号
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月　

日
、福
島
県
伊
達
市（
旧

１１

１０

梁
川
町
）
で
松
前
藩
梁
川
移
封　
２００

年
記
念
友
好
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

松
前
町
か
ら　

名
が
参
加
し
ま
し

３０

た
。

　

今
年
は
、
松
前
藩
が
一
八
〇
七

年
に
幕
府
の
命
に
よ
り
、
梁
川
の

地
に
国
替
え
に
な
っ
て
か
ら　

年
２００

目
に
あ
た
り
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
旧
梁
川
町
に
到
着

後
、
興
国
寺
や
称
名
寺
に
あ
る
梁

川
の
地
で
な
く
な
っ
た
松
前
藩
士

の
墓
を
お
参

り
し
て
歩
い

た
後
、
友
好

交
流
会
に
出

席
し
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、

松
前
藩
士
墓

地
を
永
年
に

わ
た
り
管
理

し
て
い
る
中

木
タ
ミ
さ
ん

に
前
田
町
長

か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
の
贈
呈
が

行
わ
れ
た
後
、
元
松
前
町
町
史
編

集
室
長
で
東
北
学
院
大
学
榎
森
進

教
授
が
「
松
前
藩
と
梁
川
」
と
題

し
て
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
祝
宴
で

は
、
梁
川
婦
人
会
の
方
々
に
よ
る

踊
り
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
中
で
松

前
さ
く
ら
音
頭
を
参
加
者
と
一
緒

に
踊
る
と
い
っ
た
一
幕
も
あ
り
、

梁
川
と
の
絆
の
強
さ
を
感
じ
さ
せ

ま
し
た
。
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こ
の
た
び
工
藤
清
一
さ
ん
（
字

弁
天
）
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昭
和　

年
か
ら
平
成

４９

　

年
ま
で
の　

年
間
に
わ
た
り
民

１９

３３

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
社

会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
、
そ

の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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こ
の
た
び
、
川
村
ツ
ル
ヱ
さ
ん

（
字
白
神
）
が
全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
連
合
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
川
村
さ
ん
が
平
成
元

年
か
ら
平
成　

年
ま
で
の　

年
間

１９

１８

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
社

会
福
祉
の
増
進
と
地
域
の
福
祉
向

上
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
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こ
の
た
び
、
高
橋
キ
ヨ
コ
さ
ん

（
字
茂
草
）
が
防
衛
大
臣
感
謝
状

を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
橋
さ
ん
が
永
年
に

わ
た
り
自
衛
隊
募
集
相
談
員
と
し

て
、
自
衛
官
の
募
集
に
積
極
的
に

協
力
し
、
多
く
の
青
年
の
入
隊
に

寄
与
さ
れ
、
自
衛
隊
の
充
実
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
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広報まつまえ 平成１９年１２月号�

　
　

月　

日
、
松
前
を
離
れ
て
首

１１

１８

都
圏
に
在
住
し
て
い
る
方
々
で
組

織
し
て
い
る「
東
京
地
方
松
前
会
」

（
会
長
・
石
黒
貞
夫
）
が
東
京
都

豊
島
区
の
池
袋
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
で
会
員
約　

名
が
出
席
し

６０

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
前
田
町
長
や
斉
藤
議

長
が
町
政
や
町
の
近
況
報
告
を
し

ま
し
た
。

　

出
席
者
は
、
久
し
ぶ
り
に
集
ま

っ
た
仲
間
と
ふ
る
さ
と
の
懐
か
し

い
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
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こ
の
た
び
、
平
成　

年
度
中
学

１９

生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
に

お
い
て
、
松
前
中
学
校
の
佐
藤
春

菜
さ
ん
（
３
年
）
が
函
館
地
区
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
が
租
税
教
育
の
充
実
を
目

的
と
し
て
毎
年
募
集
し
て
い
る
も

の
で
、
渡
島
管
内
か
ら　

点
の
応

３０５

募
が
あ
っ
た
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し

た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　
　

月　

日
、中
村
佳
光
さ
ん（
字

１１

１６

松
城
）
が
北
海
道
産
業
貢
献
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
村
さ
ん
が
永
年
に

わ
た
り
、
建
築
板
金
試
験
等
の
技

能
検
定
委
員
と
し
て
後
進
技
能
者

の
養
成
と
、
町
内
の
歴
史
的
な
建

物
の
補
修
工
事
を
数
多
く
手
が
け

る
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
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こ
の
た
び
、
三
上
米
太
郎
さ
ん

（
字
静
浦
）
が
渡
島
支
庁
長
表
彰

（
納
税
功
労
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
三
上
さ
ん
が
永
年
に

わ
た
り
静
浦
第
３
納
税
組
合
長
と

し
て
、
納
税
貯
蓄
組
合
の
育
成
指

導
に
努
め
ら
れ
、
納
税
思
想
の
普

及
高
揚
と
納
税
行
政
の
円
滑
な
推

進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。
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�広報まつまえ 平成１９年１２月号

　
　

月　

日
、
松
前
中
学
校
体
育

１０

２２

館
で
「
北
の
大
地
に
ひ
ろ
が
る
美

し
く
豊
か
な
言
葉
」
公
開
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
創
玄
書
道
会
常
務
理

事
の
永
守
蒼  
穹   
先

      

生
を
招
い
て
行

そ
う
き
ゅ
う

わ
れ
た
も
の
で
、
永
守
先
生
は
松

前
町
出
身
の
書
道
家
金
子�
亭
先

生
と
ご
子
息
の
卓
義
先
生
に
師
事

し
て
お
り
、
金
子�
亭
先
生
に
つ

い
て
の
人
柄
な
ど
に
つ
い
て
お
話

し
た
あ
と
、
学
校
を
代
表
し
て
６

名
の
生
徒
の
書
道
作
品
を
生
徒
自

身
の
評
価
を
聞
い
て
そ
れ
に
対
す

る
意
見
、
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
は
永
守
先
生
が

模
造
紙
４
枚
程
度
を
貼
り
合
わ
せ

た
大
き
な
紙
２
枚
に
「
遊
」
と

「
千
の
風
に
な
っ
て
」
の
文
字
を

書
い
て
み
せ
、
生
徒
達
は
そ
の
豪

快
さ
と
す
ば
ら
し
さ
に
目
を
見
張

っ
て
い
ま
し
た
。
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月
７
日
、
ふ
れ
あ
い
交
流
セ

１１
ン
タ
ー
に
お
い
て
、『
や
さ
し
く
学

ぶ
農
業
教
室
』
と
題
し
、
平
成　
１９

年
度
土
づ
く
り
・
農
薬
勉
強
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
よ
り
お
い
し
く
、

安
全
な
農
作
物
づ
く
り
の
普
及
を

目
的
と
し
て
、
渡
島
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
土
づ
く
り
や
農
薬
の
使
い
方

の
基
本
に
つ
い
て
職
員
か
ら
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

家
庭
菜
園
を
営
む
主
婦
な
ど　
３８

名
の
参
加
者
は
、
メ
モ
を
と
り
な

が
ら
真
剣
に
説
明
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。
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月　

日
、
松
前
消
防
団
女
性

１０

１８

消
防
団
員
に
よ
る
茂
草
か
ら
館
浜

地
区
の
独
り
暮
ら
し
の
老
人
世
帯

を
対
象
と
し
た
防
火
訪
問
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
松
前
消
防
署
員
の
随
行

に
よ
り
実
施
さ
れ
、
女
性
団
員
に

よ
り
火
気
設
備
の
取
り
扱
い
の
説

明
や
緊
急
時
の
通
報
、
避
難
方
法
、

住
宅
用
火
災
報
知
器
等
の
設
置
に

つ
い
て
指
導
し
ま
し
た
。

　

独
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の

方
々
は
、
団
員
の
熱
心
な
指
導
を

受
け
、
防
火
に
対
す
る
意
識
を
さ

ら
に
深
め
て
い
ま
し
た
。
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月　

日
、
朝
日
町
内
会
（
会

１０

３０

長　

泊
義
光
）
が
避
難
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約　

人
の
町
民
が
参

７０

加
し
、
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生

し
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
想

定
し
て
行
わ
れ
、
防
災
行
政
無
線

に
よ
る
避
難
の
呼
び
か
け
と
同
時

に
近
く
の
高
台
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
付
近
の
避
難
路
や

避
難
ま
で
の
時
間
を
確
認
す
る
な

ど
、
も
し
も
の
場
合
に
備
え
て
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
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広報まつまえ 平成１９年１２月号�

　
　

月
３
日
、
松
前
中
学
校
体
育

１１
館
に
お
い
て
、
松
前
中
学
校
吹
奏

楽
部
第
３
回
定
期
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

定
期
演
奏
会
は
、
毎
年
こ
の
時

期
に
開
催
さ
れ
、
今
年
度
は
『
夢

の
舞
台
』
と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
今
年
行
わ
れ
た
各
コ

ン
ク
ー
ル
で
の
銀
賞
を
受
賞
し
た

曲
な
ど
迫
力
の
あ
る
演
奏
の
披
露

や
、
松
前
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
各
部

員
に
よ
る
楽
器
の
パ
ー
ト
紹
介
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
で
演
奏
会
が
最
後
に
な
る
３
年

生
の
引
退
演
奏
も
行
わ
れ
、
会
場

に
訪
れ
た
町
民
の
方
々
約　

名
か

８０

ら
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
贈
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

��
��
��
��
��
��
��
		



��
��



��
��
��

��
��
��
��
��
��
��
		

　
　

月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に

１１

１３

お
い
て
、
平
成　

年
度
精
神
保
健

１９

福
祉
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

精
神
障
が
い
に
対
し
、
理
解
を

深
め
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
支
え
合
い
な
が
ら
生
活
で
き

る
地
域
づ
く
り
の
機
会
の
提
供
を

目
的
に
行
わ
れ
、
約　

名
が
参
加

１５０

し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、「
う
つ
病
を
理
解
す

る
」
と
題
し
、
函
館
渡
辺
病
院
三

上
昭
廣
院
長
に
よ
る
講
演
と
、
精

神
障
が
い
者
回
復
者
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
や
障
が
い
者
の
家
族
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、
今
、
抱

え
る
悩
み
や
地
域
に
対
す
る
課
題

な
ど
の
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
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月　

日
〜　

日
、「
な
」と

１１

２４

２５

「
わ
」で
育
む
海
峡
交
流
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
２
０
０
７
が
青
森
県
外
ヶ
浜

町
と
松
前
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
東
北
新
幹
線
青
森
駅

開
業
が
３
年
後
の
２
０
１
０
年
と

近
づ
い
て
き
た
中
で
、
函
館
圏
域

と
青
森
圏
域
の
今
後
の
振
興
、
発

展
の
方
策
を
探
る
た
め
に
行
わ
れ
、

関
係
団
体
か
ら
約　

名
が
参
加
し

５０

ま
し
た
。

　

津
軽
半
島
と
松
前
半
島
を
視
察

し
、
両
日
と
も
新
幹
線
時
代
の
青

函
交
流
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

っ
た
ら
よ
い
か
な
ど
の
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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月
９
日
、
町
民
総
合
セ
ン

１１
タ
ー
で
「
９
町
広
域
連
携
に
よ
る

観
光
地
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
渡
島
西
部
４
町
と
檜

山
南
部
５
町
が
観
光
に
よ
る
広
域

連
携
に
取
り
組
み
地
域
活
性
化
等

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
基
調
講
演
が
行
わ
れ

た
後
、
９
町
の
観
光
協
会
会
長
に

よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
に
よ

る
交
流
会
も
開
催
さ
れ
、
松
前
ご

当
地
ソ
ン
グ
の
披
露
や
松
前
マ
グ

ロ
の
解
体
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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��広報まつまえ 平成１９年１２月号
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月　

日
、め
だ
か
俳
句
会（
代

１０

１９

表　

中
川
南
花
）
が　

周
年
を
記

１５

念
し
て
、
松
前
公
園
内
の
藩
公
墓

所
上
の
民
地
に
合
同
句
碑
の
建
立

し
、
合
同
句
集
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

め
だ
か
俳
句
会
は
、
平
成
５
年

に
女
性
だ
け
の
俳
句
会
と
し
て
発

足
し
て
以
来
、
松
前
公
園
内
に
交

通
安
全
の
願
い
を
込
め
た
句
を
つ

り
下
げ
る
活
動
や
俳
句
の
普
及
活

動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

句
碑
の
除
幕
式
は
、
会
員　

名
１２

と
来
賓
の
方
々
が
見
守
る
中
行
わ

れ
、
句
碑
に
掲
げ
ら
れ
た
俳
句
を

各
会
員
が
吟
詠
し
て
紹
介
し
ま
し

た
。

　

め
だ
か
俳
句
会
は
、　

月
４
日

１１

の
総
会
を
最
後
に
会
員
の
高
齢
な

ど
を
理
由
に
残
念
な
が
ら
解
散
い

た
し
ま
し
た
。

��
��
��
��
��
��
��

��

��
��
��
��
��
��
��
		

����

　

町
文
化
祭
が
『
古
城
の
大
地
・

心
ふ
れ
あ
う
文
化
祭
』
を
テ
ー
マ

に　

月
３
・
４
日
の
２
日
間
、
町

１１
民
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
で
は
、
手
芸
や
盆
栽
、

絵
画
、
書
道
、
写
真
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
力
作
が
並
び
、
特
別
部
門
で

は
、
各
種
バ
ザ
ー
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

舞
台
部
門
で
は
、
歌
謡
や
舞
踊

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た
大
勢

の
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

��
�
�
�
�
�
�
�

��
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７日（金）午前・午後
２１日（金）午後
２２日（土）午前

５日（水）午前・午後
１２日（水）午前・午後
１９日（水）午前・午後
２６日（水）午前・午後

３日（月）午後
１７日（月）午後

☆函館中央病院・重信
医師による診療です。

２２日（土）午前

☆市立函館病院・松村
医師による診療です。

�������	
 �������	
��
�������������������� 

�
�
�
�
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�
�
	

●
年
末
の
通
常
診
療

�
��
�
�
�
�
ま
で

��

��

●
年
始
の
通
常
診
療

�
�
�
�
�
�
�
か
ら

●
年
末
年
始
期
間
中
の
臨
時
診
療

に
つ
い
て

　

年
末
年
始
の
休
診
が
長
期
間
と

な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
、
次
の

と
お
り
臨
時
診
療
を
行
い
ま
す

※
各
日
程
と
も
受
付
は
午
前
７
時

　

分
か
ら　

時
ま
で
、
診
療
開
始

３０

１１

は
午
前
８
時　

分
か
ら
で
す
。

３０

※
人
工
透
析
は
年
末
年
始
・
祝
日

に
か
か
わ
ら
ず
行
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
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平
成　

年
１
月
か
ら
整
形
外
科

２０

外
来
は�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
の
診
療
と
な
り
ま
す
。

　

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
午
後
の

函
館
中
央
病
院
医
師
に
よ
る
脊
椎

疾
患
の
専
門
外
来
は　

月
で
終
了

１２

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
時
間
外
で
も
救
急
の
場

合
は
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
遠

慮
な
く
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？　

私
は
と
っ
て
も
元
気
で

す
！　

畑
も
終
わ
り
、
い
ま
は
出
勤
前
の
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
午
前
７

時
前
後
に
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
怪
し
い
お
じ
さ
ん
が
大
磯
・
弁
天
・
建
石
付
近
を

歩
い
て
い
た
ら
そ
れ
は
私
で
す
。
ど
う
ぞ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　

最
近
と
き
ど
き
、
タ
レ
ン
ト
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
な
ど
を
読
ん
で
い
る
と

「
趣
味
は
妄
想
（
も
う
そ
う
）
で
す
」
な
ど
と
い
う
の
を
見
か
け
ま
す
。
え
え
？

ホ
ン
ト
で
す
か
ネ
。

　

木
村
「
オ
オ
イ
ソ
さ
ん
、
ご
趣
味
は
な
に
か
お
あ
り
で
す
か
？
」

　

オ
オ
イ
ソ
「
趣
味
？　

な
ん
も
ね
え
エ
ン
タ
な
ぁ
。
畑
サ
行
く
ぐ
ら
い
ダ
。

先
生
、
う
ち
の
バ
バ
、
最
近
お
か
し
い
エ
ン
タ
な
。『
物
が
な
く
な
っ
て
い
る
』

『
物
が
盗
ま
れ
た
』
っ
て
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
し
ゃ
べ
っ
て
。
だ
れ
も
そ
ん
な
こ
と

し
て
ね
え
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
も
『
い
や
絶
対
そ
う
だ
』
っ
て
し
ゃ
べ
っ
て
き
か

ね
く
て
困
る
。」

　

妄
想
と
い
う
の
は
「
誤
っ
た
思
い
込
み
で
、
か
つ
修
正
不
可
能
な
も
の
」
を

い
い
ま
す
。
右
記
の
よ
う
に
、
明
ら
か
に
間
違
っ
た
こ
と
を
思
い
込
ん
で
い
て
、

ど
う
や
っ
て
も
説
得
で
き
な
い
の
は
妄
想
で
す
。
例
え
ば
「
う
ち
の
嫁
が
私
の

銀
行
口
座
か
ら
勝
手
に
預
金
を
引
き
出
し
て
い
る
」「
誰
か
が
私
を
ね
ら
っ
て
い

る
」
な
ど
な
ど
。
妄
想
の
内
容
は
、
本
人
に
は
非
常
に
現
実
味
を
帯
び
て
い
て

全
く
事
実
に
思
え
る
こ
と
な
の
で
、
説
得
し
て
も
無
駄
で
す
。
そ
う
い
う
人
に

は
医
師
に
か
か
っ
て
も
ら
う
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
ネ
。
で
も
「
お
前
が
お
か

し
い
か
ら
医
者
サ
連
れ
で
く
」
と
い
っ
て
も
行
く
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

を
何
と
か
工
夫
し
て
、『
盗
ま
れ
て
精
神
的
に
参
っ
て
る
ん
だ
か
ら
医
者
に
診
て

も
ら
お
う
』
ぐ
ら
い
の
言
い
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

妄
想
は
い
ろ
ん
な
場
合
に
起
こ
り
ま
す
。
認
知
症
（
ボ
ケ
）
の
あ
る
人
、
う

つ
病
の
方
の
ご
く
一
部
、
統
合
失
調
症
の
方
な
ど
。
妄
想
は
し
た
く
て
す
る
も

の
で
は
な
く
、
思
え
て
し
ま
う
こ
と
な
の
で
す
。
趣
味
が
妄
想
だ
な
ん
て
、
あ

り
得
ま
せ
ん
ネ
！

　

一
方
、空
想
と
い
う
の
は
、「
あ
あ
、毎
日
美
女
に
囲
ま
れ
て
ち
や
ほ
や
さ
れ
た

ら
楽
し
い
だ
ろ
う
な
ぁ
」な
ど
と
、実
際
に
は
あ
り
そ
う
に
な
い
こ
と
を
頭
の
中

で
想
像
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す（
注　

私
は
毎
日
病
院
の
美
男
美
女（
患
者
さ
ま

や
職
員
）に
チ
ヤ
ホ
ヤ
さ
れ
て
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
）。

　

空
想
は
心
の
中
で
ひ
そ
か
に
楽
し
む
場
合
は
ど
う
や
ら
悪
い
も
の
で
は
な
い

よ
う
で
す
。「
あ
あ
、
宝
く
じ
で
３
億
円
当
た
っ
た
ら
病
院
に
寄
付
し
て
赤
字
を

減
ら
し
て
・
・
・
」
と
か
「
あ
あ
、
船
を
一
艘
持
っ
て
い
た
ら
好
き
な
と
き
に

離
島
小
島
に
行
っ
て
過
ご
す
の
に
な
ぁ
」
と
か
。

　

皆
さ
ん
も
健
全
な
空
想
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
？　

で
は
ま
た
来
月
。

松
前
町
立
松
前
病
院　

院
長　

木　

村　

眞　

司

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日　

時

　

月　

日
（
土
）

１２

２９

午
前

１
月
３
日
（
木
）

午
前

１
月
４
日
（
金
）

午
前

診
療
科
目

内
科

小
児
科

内
科

小
児
科

内
科

小
児
科



��広報まつまえ 平成１９年１２月号

　平成２０年４月から医療制度改革により、全ての医療保険者（国民健康保険、健康保険組合等）に特
定健診と特定保健指導が義務づけられました。
　これは、増大する医療費を抑制するため、医療費の多くの割合を占める生活習慣病を予防していく
ための改正です。
　この改正により国保では、４０歳以上７５歳未満の国保加入者を対象に生活習慣病に着目した「特定健
診」と「特定保健指導」を実施します。

　まず、腹囲測定やＢＭＩで内臓脂肪の蓄積を調べます。
　さらに、血圧や血糖、脂質、尿検査、肝機能検査といった基本的な
検査と、喫煙歴などの生活習慣についての問診が行われます。その結
果からメタボリックシンドローム（※）の危険性のレベルを判定しま
す。必要に応じて詳細な検査を実施することもあります。

�������	
��
����

　内臓脂肪症候群ともいい、内臓脂肪型肥満（おへその位置で測った腹囲が、男性で８５㎝以上、女性
で９０㎝以上）の人が、軽症であっても高血糖・脂質異常・高血圧などの危険因子を２つ以上持ってい
る状態をいいます。放っておくと動脈硬化が急激に進行し、心筋梗塞や脳卒中などを発症する危険性
が高くなります。

　特定健診の結果に基づき、保健指導のレベルを３つに分け、それぞれに合わせた保健指導を行い、
生活改善を支援していきます。

◎健診日程や受診方法等の詳細については、まだ準備段階ですので、決まり次第お知らせいたします。

�������	����������	
��
��������
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生活習慣の
改善の必要性が

低い人

中程度の人

高い人

健
康
や
病
気
に
関
す
る

情
報
提
供

生活習慣改善の

動機づけ支援

積極的支援

�������



広報まつまえ 平成１９年１２月号��

�����
�����

　

平
成　

年
中
、
全
国
で
５
３
、

１８

２
７
６
件
の
火
災
が
発
生
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
お
お
よ
そ
１
日
あ

た
り
１
４
６
件
、　

分
に
１
件
の

１０

火
災
が
発
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。（
松
前
町
内
で
は
、
２
件
）

　

ま
た
、
出
火
原
因
の
第
１
位
は

「
放
火
（
放
火
の

疑
い
含
む
）」で
続

い
て
「
コ
ン
ロ
」

「
た
ば
こ
」
と
続

き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
（
放
火

自
殺
者
等
除
く
）
数
は
、
過
去
最

多
で
あ
っ
た
平
成　

年
に
比
べ
る

１７

と
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
１
、
１

８
７
人
で
、
こ
の
う
ち
６
８
８
人

は　

歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て

６５
お
り
、
死
者
の　

％
を
占
め
て
い

５８

ま
す
。

　

更
に
、
男
性
熟
年
層
の
死
亡
率

の
上
昇
が
大
き
く
、
死
者
数
が
増

加
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、

次
の
３
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

①
無
職
の
割
合
が
多
い

　

②
一
人
暮
ら
し
の
割
合
が
多
い

　

③
た
ば
こ
か
ら
の
割
合
が
多
い

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	



①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

▼
特
に
飲
酒
を
し
て
の
寝
た
ば
こ

は
危
険
で
す
。

②
火
種
の
落
下
に
気
を
つ
け
る
。

▼
「
歩
き
な
が
ら
」、「
作
業
し
な

が
ら
」
の
喫
煙
は
危
険
で
す
。

▼
灰
皿
は
、
大
き
め
で
安
定
性
の

あ
る
物
に
、
水
を
入
れ
て
使
う
。

③
吸
殻
は
確
実
に
捨
て
る
。

▼
灰
皿
は
吸
殻
が
一
杯
に
な
る
前

に
捨
て
る
。

▼
吸
殻
は
水
に
つ
け
確
実
に
消
火

し
て
か
ら
捨
て
る
。

▼
就
寝
前
や
外
出
時
に
は
、
喫
煙

し
た
場
所
を
必
ず
確
認
す
る
。

④
更
な
る
安
心
の
た
め
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

　　

た
ば
こ
の
火
種
（
た
ば
こ
の
温

度
は
約
７
０
０
℃
に
も
な
る
）
は

小
さ
い
た
め
、
つ
い
不
注
意
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
燃
焼
を
継
続
す

る
力
が
強
く
時
間
の
経
過
と
と
も

に
火
災
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

寝
た
ば
こ
で
火
種
が
落
下
し
、
寝

込
ん
だ
頃
に
火
災
と
な
っ
て
死
亡

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

住
ま
い
の
防
火
喫
煙
マ
ナ
ー
を
実

践
し
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
ま

し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�
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や
け
ど
は
、
熱
い
お
湯
や
油
が

体
に
か
か
っ
た
り
、
炎
や
や
か
ん

な
ど
に
触
れ
た
り
す
る
と
起
こ
り

ま
す
。
あ
ま
り
熱
く
な
い
湯
た
ん

ぽ
な
ど
で
も
、
体
の
同
じ
場
所
に

長
時
間
あ
た
っ
て
い
る
と
や
け
ど

（
低
温
熱
傷
）
に
な
る
こ
と
が
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

松
前
消
防
署
で
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
電

気
シ
ョ
ッ
ク
）
を
取
り
入
れ
た
心

肺
蘇
生
法
な
ど
人
形
を
使
っ
た
救

命
講
習
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。
３
時
間
の
講
習
で
、
中
学

生
以
上
か
ら
ご
年
輩
の
方
ま
で
無

理
な
く
受
講
で
き
、
救
命
の
た
め

の
基
本
的
な
知
識
や
技
術
が
習
得

で
き
ま
す
。
そ
の
他
に
、
小
児
や

新
生
児
の
人
形
を
使
っ
た
心
肺
蘇

生
法
、
１
１
９
番
通
報
の
仕
方
等

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
職
場
の
同

僚
や
サ
ー
ク
ル
仲
間
と
一
緒
に
申

し
込
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

詳
し
く
は
、
松
前
消
防
署

　

救
急
係�
　

－

２
１
１
９
ま
で

４２

�
�
�
�
�
�
�
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�
　

消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
２
年
以
内
の
方
で
、

こ
の
講
習
を
受
け
て
い
な
い
方

　
�
　

右
記�
の
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
５
年
以
内
で
、
こ
の
講
習
を
受

け
て
い
な
い
方

　
�
　

右
記�
又
は�
の
受
講
期
間
を
経
過
し
て
い
る
方

　
（
注
）　

受
講
期
間
を
経
過
す
る
と
消
防
法
違
反
点
数
（
５
点
）
が
加
算
さ
れ

ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。
違
反
点
数
は　

点
で
免
状
返
納
と
な
り

２０

ま
す
。
ま
た
、
消
防
設
備
士
免
状
を
取
得
さ
れ
て
い
る
方
で
現
在
業
務

上
使
用
し
て
い
な
い
方
で
も
こ
の
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
　

平
成　

年　

月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で

１９

１１

２６

１２

２０

�
�
�
�
�
　

平
成　

年
１
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で

２０

１６

１８

◆
講
習
地
及
び
会
場
等
詳
細
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

松
前
消
防
署　

予
防
係�
　

－

２
１
１
９
ま
で

４２

�������	
�



��広報まつまえ 平成１９年１２月号

　
　

月
３
日

１１
（
土
）、
町
民

総
合
セ
ン
タ

ー
で
第　

回
２２

青
少
年
健
全

育
成
推
進
大

会
「
少
年
の

主
張
」（
主
催
／
松
前
町
青
少
年
健

全
育
成
連
絡
協
議
会
・
会
長
塚
田

俊
一
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
学
生　

名
・
中
学

２５

生
５
名
・
高
校
生
２
名
が
参
加
し
、

将
来
の
夢
や
希
望
、
社
会
へ
の
意

見
な
ど
を
元
気
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
者
は
、
大
人
に
ひ
け
を
と

ら
な
い
素
晴
ら
し
い
発
表
を
行
い
、

約　

名
の
聴
衆
者
か
ら
賞
賛
の
声

２００
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

（
紙
面
の
都
合
上
、
金
賞
の
み
掲

載
。
敬
称
略
）

�
�
�
�
�
�
�

金
賞　

村
岡
拓
真
（
小
島
小
）

�
�
�
�
�
�
�

金
賞　

石
山
平
和
（
大
島
中
）

�
�
�
�
�
�
�

金
賞　

松
田
美
紀
（
松
前
高
校
）

　
　

月　
１１

１７

日（
土
）、第

　

回
「
松

１９前　

音
楽

の
つ
ど
い
」

（
実
行
委

員
長　

伊

藤
幸
司
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

未
来
を
担
う
松
前
っ
子
の
音
楽

活
動
発
表
の
場
と
音
楽
を
通
じ
て

松
前
町
民
の
心
の
交
流
を
目
的
と

し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
町
民
体
育
館
を
会
場
に
、

９
団
体
（
①
白
神
小
全
校
児
童
・

②
原
口
小
全
校
児
童
・
③
館
浜
小

３
〜
６
年
生
・
④
松
前
小
全
校
児

童
・
⑤
潮
騒
合
唱
団
・
⑥
小
島
小

３
〜
６
年
生
・
⑦
大
島
小
器
楽
バ

ン
ド
・
⑧
松
城
小
ス
ク
ー
ル
バ
ン

ド
・
⑨
松

前
中
吹
奏

楽
部
）
約

　

名
が
出

２４０演
し
ま
し

た
。

　

普
段
で

は
な
か
な

か
聴
く
こ

と
の
な
い

生
の
音
楽

に
触
れ
、

会
場
を
埋

め
た
約　
６００

人
の
聴
衆
が
音
楽
を
楽
し
み
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。　

　

月　
１１

１７

日（
土
）、

町
民
総
合

セ
ン
タ
ー

で
町
内
小

中
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
約　

名
が
参
加
し
、「
松
前
町
Ｐ

１２０

Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
中
学
校
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

一
同
に
会
し
、
広
い
視
野
か
ら
の

研
鑽
を
積
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
今

後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
充
実
と
発
展

の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、

当
日
は
、「
心
身
と
も
に
健
全
で
、

豊
か
な
人
間
性
を
も
っ
た
児
童
生

徒
の
育
成
を
め
ざ
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
は
ど
う
あ
る
べ
き
」
の
大
会

テ
ー
マ
の
も
と
、
３
分
科
会
（
①

学
年
・
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
充
実
・
②

地
域
に
根
ざ
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

充
実
・
③
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
悩
み
と

活
性
化
）
で
熱
心
な
研
究
協
議
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
（
日
）、
江
良
町
民
体

１１

１８

育
館
で
、「
渡
島
西
部
四
町
交
流
剣

道
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、小
学
生
男
子
の
部（
団

体
・
個
人
）、
小
学
生
女
子
の
部

（
個
人
）、
小
学
生
基
本
の
部
（
３

年
生
以
下
の

部
、
４
年
生

以
上
の
部
）、

中
学
生
男
子

の
部（
個
人
）

で
熱
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。

　

当
町
の
、
少
年
団
の
主
な
成
績

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
生
男
子
の
部

�
�
�
�

優　

勝　

松
前
剣
道
少
年
団

�
�
�
�

第
１
位　

小
野
寺
秀
誠（
松
城
小
６
年

）

第
３
位　

滝
川　

海
成（
松
前
小
６
年

）

小
学
生
基
本
の
部

�
�
�
�
�
�
�
	



第
１
位　

佐
々
木　

智（
松
城
小
１
年

）

第
２
位　

佐
々
木　

匠（
松
城
小
３
年

）

�
�
�
�
�
�
�
	



第
１
位　

佐
々
木　

開（
松
城
小
４
年

）

中
学
生
男
子
の
部

�
�
�
�

第
３
位　

川
村　

仁
斗（
松
前
中
２
年

）

　

松
前
地
区
青
少
年
健
全
育
成
協

議
会
で
は
、「
児
童
生
徒
の
健
全
育

成
と
冬
期
間
の
体
力
づ
く
り
」
の

た
め
、今
年
度
も
次
の
と
お
り〔
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
〕
を
開

催
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
今
月
号
折
込

チ
ラ
シ
に
よ
り
申
込
み
く
だ
さ
い
。

�
��
�
�

　

平
成　

年
１
月　

日
（
日
）

２０

１３

　

午
前
９
時

�
�
�
�
�
町
民
体
育
館

�
�
�
�
�
�
�

　

●
小
学
生
の
部（
４
〜
６
年
生
）

　

●
中
学
生
の
部

�����������������������������������������
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文
化
教
育
グ
ル
ー
プ　
�
　

－

３
０
６
０

４２
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受
給
資
格
期
間
が　

年
未
満
の

２５

人
は
、　

年
、　

年
保
険
料
を
納

１０

２０

め
て
い
て
も
、
将
来
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
保
険
料
の
納

付
済
期
間
が　

年
あ
っ
て
始
め
て

４０

満
額
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　

年
間
保
険
料
を
納
め
続
け
て
、

４０

　

歳
か
ら
年
額　

万
２
千
百
円

６５

７９

（
平
成　

年
度
の
額
）
の
基
礎
年

１９

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
未
納
が
多
い
と
「
遺
族

基
礎
年
金
」、「
障
害
基
礎
年
金
」

な
ど
、
も
し
も
の
時
の
年
金
も
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
国
民
年
金

６０

７０

に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
よ
り
、
不
足
期
間
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

　

口
座
振
替
は
、
指
定
し
た
預
貯

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
保
険
料
が

引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘

れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
当
月

分
の
保
険
料
は
、
翌
月
末
日
に
引

き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
は

　

金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①　

納
付
書

②　

預
貯
金
通
帳

③　

通
帳
使
用
印

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

　

収
入
が
少
な
い
等
の
理
由
が
有

る
時
は
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ

り
ま
す
。
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

か
な
い
で
免
除
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

前
年
の
収
入
が
多
か
っ
た
人
で

も
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
難
し
い
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

会
社
を
退
職
し
た
時
な
ど
厚
生

年
金
等
の
資
格
が
喪
失
し
た
時
は
、

自
分
で
国
民
年
金
に
加
入
す
る
届

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
未
加
入

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
そ
の
部

分
は
将
来
未
納
と
同
じ
扱
い
と
な

り
ま
す
。

�����������������������������������������������������������
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�
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【渡島支庁　函館土木現業所】

�
�
�
�
�
�
�

�������	
�

　付加保険料（月額４００円）を納付

すると老齢基礎年金に上積みされ

る形で付加年金が支給されます。

付加年金額は（２００円×付加保険料

納付月数）で算出され、物価スライ

ドはありません。

（例）付加保険料を１０年間納めると

　１０年間に支払う保険料……

４００円×１２０月＝４８,０００円

　もらえる付加年金（年額）……

２００円×１２０月＝２４,０００円

　２年で納めた保険料の元がとれ

ることになります。なお、付加保険

料納付申出手続きは役場または各

支所でできます。

����
��������	�
�

��������	
�
　老齢基礎年金の繰り上げ支給
を受けている方が６５歳になった
とき、過去に厚生（船員）年金期
間が１年以上ある場合は年金額
が自動改定されますが、１年未満
の方は請求手続きが必要です。

�������	
��
　町では、国、道と協力して道路の除排雪をはじめ各種の雪害対策を

していますが、町民の皆さんも次のことに心がけ、除排雪作業へのご

協力をお願いします。

◎路上駐車や道路上に物を置くなどしない。

◎雪に埋まり、見えなくなってしまう物（車など）は移動させるか、

または標示する。

◎屋根から落ちた雪は道路に放置しない。

◎除排雪作業中の車や機械には危険ですので絶対近づかない。

※除排雪の際には、玄関先に雪を残すなど、ご不便をおかけすること

がありますが、ご理解をいただきたく、またお年寄り家庭などは、地

域のご支援もよろしくお願いします。

■除排雪についての連絡先

・国道については、函館開発建設部江差道路事務所（�０１３９－５２－０１０７）

・道道については、函館土木現業所松前出張所（�４２－２２６１）

・町道については、役場生活環境課建設グループ（�４２－２２７５）
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こ
れ
か
ら
本
格
的
な
寒
さ
を
迎

え
ま
す
が
、
気
温
が
お
お
む
ね
マ

イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
り
ま
す
と
、

防
寒
の
不
完
全
な
水
道
管
は
、
凍

結
し
た
り
、
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。

　

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
た
め
に

床
下
の
換
気
孔
を
閉
じ
た
り
、
寒

気
の
強
い
日
や
家
を
留
守
に
す
る

時
な
ど
は
、
必
ず
水
抜
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	



①
蛇
口
か
ら
水
を
出
し
な
が
ら
水

抜
栓
の
ハ
ン
ド
ル
ま
た
は
レ
バ
ー

を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②
蛇
口
は
、
水
が
完
全
に
抜
け
て

か
ら
閉
め
て
く
だ
さ
い
。（
水
が
抜

け
な
い
う
ち
に
閉
め
る
と
凍
結
の

原
因
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
）

�
�
�
�
�
�
�

　

水
抜
栓
の
ハ
ン
ド
ル
ま
た
は
レ

バ
ー
を
開
け
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ン

ド
ル
ま
た
は
レ
バ
ー
が
動
か
な
い

時
は
タ
オ
ル
等
を
か
ぶ
せ
、
お
湯

を
か
け
て
か
ら
動
か
し
て
く
だ
さ

い
。（
無
理
に
動
か
す
と
中
の
パ
ッ

キ
ン
が
傷
み
ま
す
の
で
注
意
）

　

万
一
、
水
道
管
が
凍
結
、
破
裂

し
た
と
き
は
、
左
記
の
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
に
凍
結
解
氷
ま

た
は
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
水
道
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
生
活
環
境
課
水
道

グ
ル
ー
プ
（�
　

－

５
１
７
９
）

４２

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成

　

年
１
月
１
日
現
在
で
次
の
条
件

２０を
満
た
す
方
の
申
請
書
に
基
づ
き

選
挙
人
名
簿
を
調
整
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
○
松
前
町
に
住
所
を
有
し
、
年
齢

が
満　

歳
以
上
の
方
（
年
齢
は
平

２０

成　

年
３
月　

日
現
在
）

２０

３１

○　

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

３０
さ
れ
て
い
る
方
及
び
そ
の
方
の
同

居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
年
間

お
お
む
ね　

日
以
上
耕
作
に
従
事

６０

し
て
い
る
方

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�　
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
で
農

２０

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

載
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
直
接
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
が
、
新
た
に

農
業
を
経
営
さ
れ
た
方
な
ど
で
条

件
を
満
た
す
こ
と
に
な
っ
た
場
合

は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
（�
　
４２

－

２
２
７
５
）
ま
た
は
各
支
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
は
、
平
成　

年
２０

１
月　

日
（
金
）
ま
で
に
町
農
業

１１

委
員
会
事
務
局
（
役
場
内
）
ま
た

は
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
校
や
大
学
、
短
大
、
専
門
学

校
な
ど
へ
進
学
す
る
た
め
の
諸
費

用
や
在
学
中
の
授
業
料
、
ア
パ
ー

ト
の
敷
金
・
家
賃
な
ど
教
育
に
必

要
な
資
金
を
融
資
す
る
公
的
制
度

と
し
て
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が

あ
り
ま
す
。

○
融
資
額　

学
生
一
人
に
つ
き　
２００

万
円
以
内

○
利
率　

年　

％
（
固
定
金
利
）

２.５

○
返
済
期
間　
　

年
以
内

１０

※
そ
の
他
申
込
等
詳
し
く
は
、
松

前
商
工
会
（　

－

２
３
３
９
）

４２

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

　

町
広
報　

月
号
２
ペ
ー
ジ
に
掲

１１

載
し
ま
し
た
松
前
町
総
合
計
画
審

議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
の
記

事
中
、「
松
前
町
女
性
団
体
協
議
会

会
長
西
村
ト
セ
」
が
抜
け
て
お
り

ま
し
た
。
ま
た
、
３
ペ
ー
ジ
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
の
記

事
中
、
写
真
の
説
明
文
「
豊
岡
町

内
会
」
と
あ
る
の
は
「
豊
福
町
内

会
」
の
誤
り
で
し
た
。
つ
つ
し
ん

で
お
わ
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

�
�江

良
茂
草

福
山

豊
岡

上
川

��
�
��
�
��
�
�

株

式

会

社

原

田

設

備

工

業

川

合

建

設

株

式

会

社

小

野

寺

設

備

工

業

サ

ト

ウ

設

備

工

業

カ

マ

ダ

設

備

��
�
�

　

－

３
７
３
４

４５
　

－

２
０
３
９

４４
　

－

３
１
１
９

４２
　

－

５
１
７
３

４２
　

－

３
５
６
９

４２
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広報まつまえ 平成１９年１２月号��

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉

改
選
に
伴
い
、
次
の
方
々
が　

月
１２

１
日
付
け
で
厚
生
労
働
大
臣
及
び

北
海
道
知
事
か
ら
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
松

前
町
福
祉
委
員
を
兼
ね
ま
す
）

　

生
活
の
こ
と
で
お
困
り
ご
と
な

ど
、
皆
さ
ん
の
相
談
役
と
し
て
こ

れ
か
ら
３
年
間
活
動
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
退
任
さ
れ
ま

し
た
清
水
弘
平
さ
ん
（
字
原
口
）、

高
橋
勇
さ
ん
（
字
江
良
）、
川
原
花

野
さ
ん
（
字
清
部
）、
工
藤
清
一
さ

ん
（
字
弁
天
）、
大
内
政
江
さ
ん

（
字
豊
岡
）、
福
原
玲
子
さ
ん
（
字

豊
岡
）、金
谷
清
夫
さ
ん（
字
荒
谷
）、

川
村
ツ
ル
ヱ
さ
ん
（
字
白
神
）、
工

藤
里
美
さ
ん
（
字
大
磯
）
長
い
間

の
ご
活
動
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

 

 

担 当 区 域電　話氏　名住　所担 当 区 域電　話氏　名住　所

唐津地区４２－２１０３鳴海　良治唐津１１０清水商店横通り
江差側４５－３２６９可香　末子原口１９６

松城地区４２－２２４９長瀬　弘雄松城３７１同上江良側、神
山地区４５－３６６１吉田　京子原口１９２

役場庁舎と水道
庁舎を結ぶ北側４２－２１００吉田ゆみ子福山１５７赤石、二越、白

坂地区４５－２１３３高橋由美子江良３５８

役場庁舎と水道
庁舎を結ぶ南側４２－４５２２玉谷美佐子福山１－１３蛯子町地区４５－２４６６村本あつ子江良８１９

町道神止山線、
星条１号線を結
ぶ南側

４２－４５３３桂　　秀子 豊岡２９４－３寺町、大澗、沢
町地区４５－２０１４高橋　裕子江良５３７－２

同上北側より町
道上町線４２－３７０２久保　郁子豊岡３８７下町地区、上町

１区４５－２６７２斉藤　紀子江良７０７－２

町道上町線より
北側４２－２６２７伊浪ヤス子豊岡６００－３上町、大津地区４５－２５３９高橋　勝義大津８９－２

月島地区４２－３６２３中村　ヒデ月島２０１－１９旧通学路より江
良側４５－２１４０新岡　良子清部４５４

旧及部駅跡地よ
り西側４２－２０２４小川　優子朝日３３６旧通学路より茂

草側４５－２２５９佐々木美智子清部２２０－２

旧及部駅跡地よ
り東側４２－３４１１佐藤　伸子朝日４５４－１茂草地区４４－２１０９堀　トキ子茂草１３

上川地区４２－３７８８千葉　友子上川２６６－１静浦地区４４－２０７１石山裕紀子静浦２４７－３１

大沢地区４２－３４６９兼平江利子大沢１５４－１赤神地区４４－２３５５五十嵐幸一赤神３７

荒谷地区４３－２１２０伊藤　昌子荒谷５４９－１８札前地区４４－２５３６鈴川　春男札前８２

白神横澗地区４３－２２１８吉村　京子白神３３５－１館浜地区４２－３０５８小野寺哲哉館浜１８９

白神下町地区４３－２２５３野村　優子白神４４建石地区４２－３９１１小野寺夕起子建石１５８

白神山の上地区４３－２０９０鳴海ふみ子白神８０６弁天地区４２－４１３３大地　　茂弁天１６５－１

全町
（主任児童委員）

４２－２１０５西川　喜子博多２７大磯下町地区４２－３３７７一ノ瀬喜久恵大磯１２７－２

４５－２６８６峯　　春美江良４０大磯上町地区４２－２７０９古海フジノ大磯２２４－２

博多地区４２－５１７６木村満里子博多４９－１

馬鈴しょ種芋販売中
メークイン（20㎏） サイズＳ

松前農業協同組合
42-2630

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������	�
��

�������	��
��������	


���



��広報まつまえ 平成１９年１２月号
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�
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�
�

　

休
み
期
間
中
の
出
生
、
死
亡
、

婚
姻
な
ど
の
届
出
は
、
役
場
の
日

直
警
備
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
��

�
�
�
�
�
�
�	
�


�
�



��

�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�

　

年
末
年
始
の
役
場
閉
庁
期
間
が

大
変
長
く
な
り
町
民
の
皆
様
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
た
め
、
１
月

４
日
（
金
）
に
戸
籍
謄
抄
本
・
住

民
票
・
印
鑑
証
明
書
・
労
働
者
手

帳
の
交
付
な
ど
の
窓
口
業
務
を
行

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
��
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�

●
年
末
の
最
終
収
集
日

　
　

月　

日
（
土
）
ま
で
収
集
し

１２

２９

ま
す
。

●
年
始
の
収
集
開
始
日

　

１
月
５
日
（
土
）
か
ら
収
集
し

ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
月
号
の

折
込
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

●
公
民
館
、
各
体
育
館
、
図
書
館

は　

月　

日
（
火
）
か
ら
１
月
５

１２

２５

日
（
土
）
ま
で
休
館
に
な
り
ま
す
。

●
松
前
温
泉
休
養
セ
ン
タ
ー
は
、

１
月
１
日
（
火
）
が
休
み
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、　

月　

日
（
月
）
は
午

１２

３１

前　

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
１

１０
月
２
日
（
水
）
か
ら
通
常
営
業
し

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
が　

月　

日
を
も
っ
て
閉
鎖
い

１１

１８

た
し
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
大
勢
の
皆
さ
ま

に
ご
利
用
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
内

の
ト
イ
レ
も
来
年
４
月
の
オ
ー
プ

ン
ま
で
閉
鎖
い
た
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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時　間月　日場　　　所地区

１０：００～

１３：００

１２月２７日�上川生活改善センター上 川

１２月２７日�漁 民 セ ン タ ー
建 石

弁 天

１２月２７日�館浜生活改善センター館 浜

１２月２６日�札前生活改善センター札 前

１２月２５日�静 浦 老 人 憩 の 家静 浦

１２月２５日�茂 草 町 内 会 館茂 草

１２月２７日�清部生活改善センター清 部

１２月２５日�パートナーシップランド
　　　　　　『いさりび』江 良

１２月２６日�

１２月２６日�原 口 老 人 憩 の 家原 口

�����������	
����

�������	
��
�

■クリスマス用
　オードブル 円

～10,000５人前
■おせち料理
(限定５０名様要予約) 円20,000５人前

※おせち料理は12月31日13時までにご自宅に配達いたします。

※その他オードブルご用意いたします。※ご予算に応じていかようにもご調整させていただきます。

クリスマス＆おせち料理のご案内

〒049-1512 松前郡松前町字福山123
ＴＥＬ(0139)42-2525(代)　ＦＡＸ(0139)42-3000

温泉旅館



広報まつまえ 平成１９年１２月号��

　

豊
岡
地
区
に
建
設
し
て
い
る
町

営
住
宅
へ
の
入
居
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

　
　
　

�
�
�
�
�
�
�
	



場　

所　

豊
岡　

番
地

２５５

構　

造　

木
造
２
階
建

戸　

数　

２
棟
８
戸
の
う
ち
３
戸

床
面
積　

１
戸　
　

･　

㎡

７９

３８

�
�
�
�
�
�

次
の�
か
ら�
を
み
た
す
方　
　

�
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方

�
入
居
者
・
同
居
者
の
平
成　

年
１８

の
収
入
が
次
の
金
額
を
超
え
な

い
方
（
左
表
は
入
居
者
・
同
居

者
数
別
に
よ
る
収
入
の
目
安
で

す
。）

�
国
税
・
地
方
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
方

�
�
�

　

入
居
・
同
居
者
の
収
入
に
よ
り

月
額
２
万
７
千
９
百
円
か
ら
４
万

６
千
百
円
の
予
定
で
す
。

�
�
�
�
�

　

所
定
の
申
込
書
（
役
場
生
活
環

境
課
建
設
グ
ル
ー
プ
及
び
各
支
所

保
管
）
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

�
�
�
�
�
�
�

　
　

月　

日
（
金
）
ま
で

１２

２１

�
�
�
�
�

　

有
資
格
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会
で

選
考
し
決
定
し
ま
す
。　

�
�
�
�
�
�
�
	



　

平
成　

年
２
月
上
旬

２０

�
�
�
�

　

敷
金
は
入
居
時
の
家
賃
の
３
ヶ

月
分
で
前
納
と
な
り
ま
す
。

��
�
　

１
月
４
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１１

３０

��
�
　

温
泉
旅
館　

矢
野

��
�
　

２
千
円

※
申
し
込
み
は
、　

月　

日
（
金
）

１２

２１

ま
で
に
役
場
総
務
課
総
務
グ
ル
ー

プ
（�
　

－

２
２
７
５
）
へ
お
願

４２

い
し
ま
す
。

　

多
重
債
務
者
問
題
は
全
国
的
な

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

の
人
生
設
計
を
た
て
る
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
活
用
す
る
こ

と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
さ
れ
た
い
方
は
事

前
に
申
込
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
��

　
　

月　

日
（
水
）

１２

１２

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

�
��
�

　

函
館
弁
護
士
会
館

　

函
館
市
新
川
町
１
番
３
号
（
職

業
安
定
所
向
か
い
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　

渡
島
支
庁
環
境
生
活
課
道
民
生

活
係
（�
０
１
３
８－

　

－

９

４７

４
３
５
）
又
は
役
場
生
活
環
境

課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
（�
　
４２

－
２
２
７
５
）

４人入居２人入居１人入居入居区分

５,１０３,９９９円４,１５１,９９９円３,６７５,９９９円金　額

※　同一金額でも２人以上に収入がある場
合または、高齢者、身体障害等の場合には、
若干異なります。

�����

�����

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

年 末 フ ェ ア 開 催 中
○新巻鮭（オホーツク産　2.7㎏～3.0㎏　¥2,900）　　○鮭 山漬け（限定20本）
○紅　鮭（道東産）　　○飯ずし（ホッケ、紅鮭　¥1,800～¥2,300）
○酢イカ　松前 夫婦桜（北海道加工食品フェア 奨励賞 受賞品　¥630）
○かにしゃぶ（限定50 ズワイガニ　1.0㎏　¥5,990）　　○たこしゃぶ（500ｇ　¥2,500）
○松前漬け（本造り 白造り 共、180ｇ ¥500　400ｇ ¥1,000）　　○いか塩辛、するめ塩辛（共 ¥500）
○いか一夜干し（１枚　¥300）　海産物各種　昆布各種　珍味等　　　各種組み合わせ自由

あさみ商店字松城13－2（沖の口公園東側）42－3500
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『戸籍の窓口』は、届け出の際、掲載
の承諾を得た方のみ紹介しています。
　また、敬称は略させていただきます。
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�������	
��������
（　）内は前月との比較増減 
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■
発
行
・
松
前
町
　
■
編
集
・
総
務
課
政
策
推
進
グ
ル
ー
プ
　
■
印
刷
・
㈲
三
和
印
刷

　
　
　
　
　
　
　
　
〒
０４９

－１５９２
　
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
字
福
山
２４８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 �
 ０１３９

－４２
－２２７５

   ＦＡ
Ｘ
 ０１３９

－４６
－２０４８

■
松
前
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.e
-m
a
ts
u
m
a
e
.c
o
m
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◇
金
一
封

○
上
野　

忠
利　

様
（
字
江
良
）

○
樋
口　

幸
男　

様
（
字
江
良
）

○
福
島　

妙
子　

様
（
字
唐
津
）

○
上
林　

信
春　

様
（
字
豊
岡
）

○
高
山　

栄
子　

様
（
字
大
沢
）

○
村
上　
　

隆　

様
（
字
白
神
）

○
中
川　

南
花　

様
（
函
館
市
）

○
五
十
嵐
佳
津
子　

様（
札
幌
市
）
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字原口　可香　僚祐   （       寿 ）
りょうすけ

字唐津　横山 凛  生  斗 （正男）
り き と

�����

�����
字原口　近江　敏雄（９０）
字原口　東�　�衛（９５）
字江良　船尾　勝彦（６１）
字江良　村本トミエ（８２）
字茂草　堀川　キサ（８２）
字札前　兼子久治郎（８６）
字館浜　小野寺忠直（６６）
字建石　門脇　キク（９８）
字建石　澤田　仁志（５１）
字建石　寺田　セイ（７２）
字大磯　岩�ミツヱ（７５）
字愛宕　菊地　信子（７３）
字松城　本田キヤウ（９３）
字福山　清水　ツル（９７）
字福山　永田　富寛（８１）
字上川　鎌田キクヱ（８９）
字大沢　吉田　ミ子（７８）
字白神　上林　　登（８３）
字白神　福原儀一郎（８０）
字白神　福原　喜春（５７）
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�役 ：役場
�病 ：町立松前病院
�総 ：町民総合センター
�町体 ：町民体育館
いさりび：パートナーシップランド『いさりび』
�集 ：小島地区基幹集落センター

�健 ：健康センター
�温泉 ：温泉休養センター
�球 ：町民野球場
パーク：ふれあい公園パークゴルフ場
�コミ ：建石コミュニティセンター
�改 ：生活改善センター

�憩 ：老人憩の家
�寿 ：寿の家
�福 ：月島福祉の家
ふれあい：ふれあい交流センター
�会館 ：町内会館
�社協 ：社会福祉協議会

��������
���� ��

����������

童話の日（絵本の読み聞かせ）（１４：００～１４：３０ �総 ）�� ���

スタンド営業：前側石油�� ���

整形外科・脊椎疾患専門外来（１３：３０～１５：００ �病 ）�� ���
移動町長室（１３：００～１５：００ 大島支所）
書道講座（１８：３０～２０：３０ �総 ）
特設人権困りごと相談所（１３：００～１６：００ �総 ）

�� ���

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）�� ���
栄養相談（１０：００～１４：００ �健 ）
定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）�� ���

耳鼻咽喉科診療（８：３０～１５：００ �病 ）�� ���

�� ���
�������	�
スタンド営業：川菱商会�� ���

��� ���
リハビリ教室（１３：３０～１５：３０ �総 ）
股関節脱臼検査（１３：００～１３：３０ �病 ）書道講座（１８：３０～２０：３０ �総 ）��� ���
１歳６ヵ月児健診（１２：３０～１２：４５ �総 ）
３歳児健診（１３：００～１３：１５ �総 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

��� ���

定期健康相談
（１０：００～１４：００ �健 　１２：３０～１３：３０ 茂草�会館 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）��� ���

��� ���

童話の日（絵本の読み聞かせ）（１４：００～１４：３０ �総 ）��� ���

スタンド営業：太平洋石油��� ���

整形外科・脊椎疾患専門外来（１３：３０～１５：００ �病 ）移動町長室（１３：００～１５：００ 小島支所）��� ���

書道講座（１８：３０～２０：３０ �総 ）��� ���

乳児健診（１２：３０～１３：１５ �健 ）
眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）

運転免許更新時講習会（�総 ）
　違反講習１０：００～・優良講習１３：００～
　一般講習１３：４５～・初回講習１５：００～
年金相談（９：００～１５：００ �役 ）
古文書講座（１９：００～２０：３０ �総 ）
心配ごと相談所開設（１３：００～１６：００ �社協 ）

��� ���

育児教室【すくすく教室】（１０：００～１１：３０ �健 ）
定期健康相談（１０：００～１４：００ �健 ）旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）��� ���
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��������
����� ��

����������

耳鼻咽喉科診療（１３：３０～１５：００ �病 ）��� ���
町立病院診療日〈平日診療科目のほか、内科（循
環器・予約制）・耳鼻咽喉科診療〉（８：３０～１１：００）童話の日（クリスマス会）（１４：００～１５：３０ �総 ）��� ���

スタンド営業：全店営業
��� ���

��� ���

移動町長室（１３：００～１５：００ 大沢支所）��� ���

眼科診療（８：３０～１５：００ �病 ）出稼ぎ就職相談会（１０：００～１４：００ �総 ）��� ���

旅行相談窓口開設（１３：００～１４：００ �役 ）��� ���
������
�������	
��
�����	���� ���

町立病院臨時診療日〈内科・小児科のみ〉
（８：３０～１１：００）��� ���

スタンド営業：全店営業��� ���

��� ���

��� ����	
�����

����
	
��

スタンド営業：全店休業�� ���

スタンド営業：全店休業�� ���
町立病院臨時診療日〈内科・小児科のみ〉
（８：３０～１１：００）�� ���

町立病院臨時診療日〈内科・小児科のみ〉
（８：３０～１１：００）
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１人当たりの給与費
Ｂ／Ａ

給　　　　　　　与　　　　　　　費職員数
Ａ区　分

　　　計　　Ｂ期末勤勉手当職員手当給　　料

千円

６,１２０
千円

８８１,２４６
千円

２２８,５２８
千円

９０,７８１
千円

５６１,９３７
人

１４４１９年度

（注）１　職員手当には退職手当は含まれていません。
　　　２　給与費は当初予算に計上された額です。

�������	
��
��������

������

（参考）　　　　
前年度人件費率

人件費率
Ｂ／Ａ

人　件　費
Ｂ

実質収支歳　出　額
Ａ

住民基本台帳人口
（１７年度末）区　分

％

２５.２
％

２３.４
千円

１,２２３,１６０
千円

８４,９６１
千円

５,２３２,０６２
人

１０,４１８１８年度

�������	
���
�����

（注）「一般行政職」欄には、他に区分されない職種も含めています。
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離　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職
採　用

区分

職種 合　計
免　　　職退　　　　　　　　　　職

失職懲戒分限任期満了死亡普通勧奨定年

７１３３２一 般 行 政 職

８７１６医 療 職

１１技 能 労 務 職

教 育 職

１６１７３５８　 合　 計　

（１００.０％）（６.２％）（４３.８％）（１８.７％）（３１.３％）（構成比）
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平成１８年平成１３年

８６.１９８.３松　 前　 町

９３.５９６.１全国町村平均

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分

円

３５１,７４９
円

３２０,９００
歳

４４.７松前町

円

３８１,２１２
円

３２８,４７７
歳

４０.４国

（注）１　「平均給料月額」とは、平成１８年４月１日現在における職員の基本給の平均です。
　　　２　松前町では給料の独自削減を行っていますので、削減後の額です。
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国松　前　町
区　　　分

２年後の給料初任給２年後の給料初任給
１７８,６００ 円１７０,２００ 円１６７,８８４ 円１５９,９８８ 円大学卒

一般行政職
１４４,１００ 円１３８,４００ 円１３５,４５４ 円１３０,０９６ 円高校卒

※松前町では、給料の独自削減を行っていますので、削減後の額です。
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経験年数１５年以上～２０年未満経験年数１０年以上～１５年未満経験年数７年以上～１０年未満区　　　分

２８７,２００ 円２４１,３００ 円－大学卒

一般行政職

２４３,６００ 円２１２,６００ 円－高校卒

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数です。

平均給与額に、
期末・勤勉・寒
冷地手当は含ま
れません。
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　ラスパイレス指数とは、国家
公務員の給与水準を１００とした
場合の、地方公務員の給与水準
を示す指数のことです。



構成比職員数標準的な職務内容区分

２.８％４人主事・技師・保育士・保健師１級

０.７％１人主事・技師・保育士・保健師２級

２８.２％４０人主査・主任・技師・保育士・保健師３級

１４.１％２０人主幹・主査・主任・技師・保育士・保健師４級

３６.６％５２人課長・参事・主幹・主査・主任・技師・保育士・保健師５級

１２.０％１７人課長・参事・主幹６級

５.６％８人課長・参事７級

１００％１４２人合　　　　　計

（注）１　松前町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
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国松　　　前　　　町

（平成１８年度支給割合）
　　　期末手当　　　　勤勉手当

　　　３.０月分　　　　 １.４５月分

（平成１８年度支給割合）
　　　期末手当　　　　勤勉手当

　　　３.０月分　　　　 １.４５月分
（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級等による加算措置

有り

（加算措置の状況）
　職制上の段階、職務の級等による加算措置

有り
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国の制度（支給率）支給対象職員数支　給　率支給対象地域
１８％－１８％１級地（東京）
３％１人３％６級地（札幌）

１２１千円支給実績（平成１８年度）

�������	
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全　　職　　種区　　　　　　　分
３３,４２８ 千円支給実績（平成１８年度）

６８２ 千円支給職員１人当たり平均支給年額（平成１８年度）
２３ ％職員全体に占める手当支給職員の割合（平成１８年度）

代表的な手当の名称：医学研究調査手当・手術手当・病理細菌業務手当・夜間看護等業務手当
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２２,３４４ 千円支給実績（平成１８年度）
２１５ 千円職員１人当たり平均支給年額（平成１８年度）
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国の制度と
異なる内容

国の制度との
異同内容及び支給単価手　当　名

同

①配偶者　１３,０００円
②配偶者以外の扶養親族
　　１人につき　６,０００円
　　扶養親族でない配偶者あり　１人目６,５００円
　　配偶者なし　１人目１１,０００円
③１５歳に達する日後の最初の４月１日から２２歳に達する日後
　最初の３月３１日までにある子　１人５,０００円加算

扶 養 手 当

同

①家賃の額が１２,０００円を超える借家等の場合 
　家賃の額に応じて２７,０００円を限度に支給
②自宅の場合　２,５００円
　新築又は購入から５年を経過するまでの間に限る

住 居 手 当

自動車等使用
の場合は、国
の約１.７倍　 

異
①交通機関等利用者　１か月当たりの運賃等相当額
　５５,０００円を限度に支給
②自動車等使用者　通勤距離に応じて２,０００円～３２,６００円

通 勤 手 当

国は、職務の
級により定額
化　　　　　

異給料の５％管理職手当

同

①世帯主で扶養親族のある職員　２２,５４０円／月
②その他の世帯主である職員　　１２,８６０円／月
③世帯主でないその他の職員　　 ８,６００円／月
　※毎年１１月から翌年３月までの５か月を支給

寒冷地手当
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国松　　　前　　　町
勧奨・定年自己都合（支給率）勧奨・定年自己都合（支給率）
３０.５５月分２３.５０月分勤 続２０年３０.５５月分２３.５０月分勤 続２０年
４１.３４月分３３.５０月分勤 続２５年４１.３４月分３３.５０月分勤 続２５年
５９.２８月分４７.５０月分勤 続３５年５９.２８月分４７.５０月分勤 続３５年
５９.２８月分５９.２８月分最高限度額５９.２８月分５９.２８月分最高限度額

その他の加算措置
・定年前早期退職特例措置　２～２０％

その他の加算措置
・定年前早期退職特例措置　２～３０％
１人当たり平均支給額（１８年度実績）１５,３２９ 千円 
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給料月額 
　行政職給料表　１級～２級：６％　　３級：８％　　４級～７級：１０％の減額
　医療職給料表　１級～２級：６％　　３級：８％　　４級～６級：１０％の減額
期末・勤勉手当
　　主事相当職：５％
　　主査相当職：１０％　　支給額から職務に応じてそれぞれ減額しています。
　　主幹　　　：１２％
　　課長等　　：１５％
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主 な 増 減 理 由対前年
増減数

職　員　数区分
部門 平成１９年平成１８年

退職者不補充△  ２１２４人１２６人一般行政部門
給食センター調理業務の民間委託△  ５２１人２６人教育委員会部門

０８人８人水道事業部門
退職者不補充△  ３５２人５５人病院事業部門

△ １０２０５人２１５人合　　計

���������

進　捗　率純　減　数平成１９年４月１日現在職員数平成１７年４月１日現在職員数
６９．６％１６人１４５人１６１人
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平成２２年４月１日現在
における数値目標　　数値目標

計　　　画　　　期　　　間
終　　　期始　　　期

１３８人２３人（１４.３％）の純減平成２２年４月１日平成１７年４月１日
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区　　　　　　　　分

６５６,０００ 円町 長
給
料 ５２４,０００ 円副 町 長

４７２,０００ 円教 育 長
２５７,０００ 円議 長

報
酬 ２００,０００ 円副 議 長

１７６,０００ 円議 員
３.８０月分町 長

期
末
手
当

３.９０月分副 町 長
４.００月分教 育 長
４.２５月分議 長
４.２５月分副 議 長
４.２５月分議 員

（算定方式：給料月額×支給率×勤続期間）退
職
手
当

支給率（５３１.３／１００）町 長
支給率（３３５.５／１００）副 町 長
支給率（２９３.７／１００）教 育 長

�
※　特別職・議会議員については、給料・報酬の独自
削減を行っていますので、削減後の額です。

※　特別職・議会議員の期末手当に係る加算措置があ
ります。

※　期末手当は、議会議員１５％、町長２５％、副町長２０％、
教育長１８％をそれぞれ支給額から減額しています。
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計
５６歳～

５９歳

５２歳～

５５歳

４８歳～

５１歳

４４歳～

４７歳

４０歳～

４３歳

３６歳～

３９歳

３２歳～

３５歳

２８歳～

３１歳

２４歳～

２７歳

２０歳～

２３歳

２０歳

未満
区分

人人人人人人人人人人人人Ｈ１４年度

職員数 ２６２２３４３３６５０１８２１２６２７１３４１
人人人人人人人人人人人人Ｈ１９年度

職員数 ２０５３０３４３５１９２４１９２２１３６２１
％％％％％％％％％％％％

構成比
１００.０１４.６１６.６１７.１９.３１１.７９.３１０.７６.３２.９１.００.５
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教育職員一般職員

４０時間００分４０時間００分
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休憩時間終了時間開始時間

１２時００分～

１２時４５分
１７時３０分８時４５分

��������	
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平均使用日数（a）／（b）全対象職員数（b）総 使 用 日 数（a）1人年間付与日数

９.９日１０６人１,０４８日２０日
（注）　全対象職員とは、平成１７年１月１日から平成１７年１２月３１日までの全期間に在職した一般職

員に限り、当該期間の中途に採用された者及び退職した者並びに当該期間中に育児休業、休
職の事由がある職員並びに派遣職員を除くものとし、それらの職員を除いた職員の使用した
年次有給休暇の合計数を総使用日数としています。

（病院職員を含む全職員）



�

�������	
��
����������

部分休業取得者数育児休業取得者数

－－男性職員

－１人女性職員
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付与日数 種　　　　　　　　　　　　　類

必要と認める期間１　骨髄提供のための休暇

５日以内 ２　ボランティア休暇

６日以内３　結婚

１日２回１回１時間以内４　育児時間

３日以内５　妻の出産

１０日配偶者６　親族の葬儀等に係る休暇

７日父母

５日子

３日祖父母

１日孫

３日兄弟姉妹

１日おじ又はおば

３日父母の配偶者又は配偶者の父母

１日子の配偶者又は配偶者の子

１日祖父母の配偶者又は配偶者の祖父母

１日兄弟等の配偶者又は配偶者の兄弟等

１日おじ又はおばの配偶者

３日以内７　夏季休暇

５日以内８　子の看護のための休暇

１日以内９　家族の祭日（法要）

必要と認める期間１０　公民権行使休暇

８週間１１　産前休暇

８週間１２　産後休暇

７日以内１３　災害事故休暇

必要と認める期間１４　災害時出・退勤休暇

該当なし
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期　間受講者数研　　修　　名
１年間１人北海道研修
１日２人新採用職員基礎研修会
１日５人財務会計基礎研修会
３日５人退職者ライフプランセミナー
３日２人渡島町村会新規採用職員研修会
１日２人人事評価制度研修会
１日１人渡島・檜山法務研修
３日２人独自課題研修（クレーム対応研修）
３日２人独自課題研修（公会計制度研修）
４日１人独自課題研修（コーチング研修）
３日５人２００６渡島地方土曜講座
１日２４人クレーム対応研修
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１　勤務条件に関する措置の要求の状況

該当なし

２　不利益処分に関する不服申し立ての状況

該当なし
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計降給休職免職降任処　分　事　由

１人１人心身の故障の場合
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該当なし
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　松前町独自の職員の福利厚生については、職員互助会を設置して実施して
いますが、運営については職員の会費により行っています。主な事業として
は、「職員新年会」・「職員に係る慶弔費」などです。
　また、北海道市町村職員福祉協会へ加入しております。
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該当なし


